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最
近
、
医
療
費
の

こ
と
で
相
談
が
よ

く
持
ち
込
ま
れ

る
。
約
３
５
０
０

万
人
が
加
入
す
る
協
会
け
ん

ぽ
（
旧
政
管
健
保
）
は
４
月

か
ら
収
入
の
８
・
20
％
か
ら

９
・
34
％
へ
と
大
幅
な
負
担

増
と
な
る
。
平
均
年
収
３
７

４
万
円
の
人
で
年
４
万
２
０

０
０
円
（
労
使
折
半
）
増
え

る
。
２
年
後
に
は
再
値
上

げ
、
医
療
保
険
制
度
の
一
元

化
に
向
け
て
の
傷
病
手
当
、

出
産
手
当
の
段
階
的
削
減
の

検
討
も
す
す
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
▼
約
３
８
０
０
万

人
加
入
の
国
保
は
さ
ら
に
危

機
的
。
保
険
料
は
、
同
じ
所

得
層
対
比
で
協
会
け
ん
ぽ
の

約
２
倍
。
低
所
得
者
が
占
め

る
比
率
が
高
い
だ
け
に
、
払

い
た
く
て
も
払
え
な
い
人
の

出
現
率
が
高
く
な
る
の
も
必

然
。
資
格
証
明
書
は
31
万
世

帯
と
な
り
無
保
険
状
態
と
な

る
人
々
が
増
え
、
命
の
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
広
島
市
や

さ
い
た
ま
市
で
は
資
格
証
発

行
は
ゼ
ロ
。
京
都
市
で
は
市

長
選
挙
を
通
じ
て
国
保
料
を

引
き
下
げ
る
こ
と
に
。
こ
れ

ら
の
自
治
体
の
努
力
を
評
価

し
な
が
ら
、
国
庫
補
助
増
額

な
ど
国
と
し
て
皆
保
険
を
充

実
さ
せ
る
政
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
▼
約
１
３
０
０
万
人

が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
廃
止
を
先
送
り
し

て
い
る
鳩
山
内
閣
だ
け
に
、

７
月
の
参
院
選
に
は
医
療
保

険
制
度
全
体
を
大
き
な
争
点

に
し
た
い
も
の
で
す
（
Ｓ
）

国から独立、糾弾許さぬ人権機関を
　

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
（
丹
波
正
史
議
長
）
は
３
月
26
日
、
京
都
市
内
で
日
本
弁
護

士
連
合
会
が
発
表
し
た
「
日
弁
連
の
提
案
す
る
国
内
人
権
機
関
の
制
度
要
綱
」
に
つ
い
て
、

日
弁
連
国
内
人
権
機
関
実
現
委
員
会
の
藤
原
精
吾
委
員
長
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

人
権
連
側
は
「
国
内
人
権
機
関
は
国
民
の
合
意
形
成
が
前
提
」
と
前
置
き
、
日
弁
連
が
旧

政
府
の
人
権
擁
護
法
案
や
民
主
党
案
を
「
表
現
の
自
由
を
規
制
す
る
」
と
反
対
、「
人
権
機

関
は
差
別
禁
止
法
の
制
定
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
」
と
す
る
考
え
方
に
理
解
を
し
め
し
た

が
、
人
権
委
員
会
が
一
部
の
言
論
表
現
を
規
制
す
る
な
ど
の
人
権
の
判
定
・
権
威
者
と
し
て

権
力
が
集
中
す
る
こ
と
に
危
惧
を
示
し
ま
し
た
。
藤
原
委
員
長
は
「
第
３
者
と
し
て
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
っ
て
い
る
団
体
か
ら
も
声
を
あ
げ
て
欲
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

い
な
い
と
指
摘
。
政
府
に
も

の
が
言
え
る
機
関
、
政
府
か

ら
独
立
し
た
自
主
的
な
人
権

機
関
が
必
要
と
力
説
し
ま
し

た
。

　

同
委
員
長
は
、
国
連
の
自

由
権
規
約
委
員
会
や
社
会
権

規
約
委
員
会
、
さ
ら
に
は
女

性
差
別
禁
止
委
員
会
な
ど
か

ら
早
く
国
内
人
権
機
関
を
設

置
す
る
よ
う
日
本
政
府
は
勧

告
さ
れ
て
い
る
が
動
き
が
鈍

い
。
日
弁
連
と
し
て
２
０
０

８
年
11
月
に
「
国
内
人
権
機

関
の
制
度
要
綱
」
を
ま
と
め

た
。
部
落
解
放
同
盟
や
人
権

市
民
会
議
な
ど
は
日
弁
連
案

に
理
解
を
示
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
特
定
の
団
体
に

利
用
さ
れ
る
人
権
機
関
で
は

困
る
と
考
え
て
い
る
と
説

明
。
廃
案
に
な
っ
た
人
権
擁

護
法
案
や
「
解
同
」
の
人
権

侵
害
救
済
法
の
動
き
に
ふ
れ

同
委
員
長
は
「
旧
政
府
案
と

ほ
ぼ
同
じ
民
主
党
案
や
『
解

同
』
案
の
問
題
点
を
批
判
し

て
い
る
人
権
連
の
考
え
は
正

し
い
」
と
エ
ー
ル
。

　

民
主
党
案
な
ど
に
つ
い
て

「
公
安
、
刑
務
所
を
管
轄
す

る
法
務
省
に
人
権
救
済
機
関

を
置
く
こ
と
は
ナ
ン
セ
ン

ス
。
差
別
と
虐
待
で
も
、
具

体
的
ケ
ー
ス
が
な
い
と
と
り

あ
げ
な
い
。
労
働
問
題
は
排

除
し
て
い
る
。
人
権
委
員
は

中
央
に
３
人
だ
け
。
マ
ス
コ

ミ
規
制
は
国
民
の
知
る
権
利

判
所
と
の
関
係
な
ど
の
議

論
、
そ
う
じ
て
国
民
全
体
の

論
議
に
欠
け
る
。
拙
速
な
国

内
人
権
機
関
の
設
置
を
さ
け

　

日
本
の
小
・
中
学
校
、
高

校
に
あ
た
る
朝
鮮
学
校
は
、

朝
鮮
史
や
朝
鮮
語
の
授
業
を

除
い
て
、
日
本
の
学
習
指
導

要
領
に
準
拠
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
と
っ
て
い
ま
す
。
朝

鮮
学
校
は
都
道
府
県
に
教
育

内
容
を
届
け
て
お
り
、
都
道

府
県
は
朝
鮮
学
校
に
一
定
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
大
学
が
朝
鮮
高
級
学

校
卒
業
生
に
日
本
の
高
校
卒

業
生
と
同
等
の
受
験
資
格
を

認
め
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

り
、
朝
鮮
学
校
が
「
高
等
学

校
の
課
程
に
類
す
る
課
程
を

置
く
も
の
」
に
該
当
す
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

　

ま
た
国
内
に
居
住
す
る
外

国
人
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育

を
保
障
す
る
こ
と
は
、
国
際

社
会
の
一
員
と
し
て
の
日
本

の
責
務
で
す
。
朝
鮮
学
校
は

全
国
に
10
校
あ
り
、
生
徒
の

総
数
は
約
２
０
０
０
人
。
朝

鮮
籍
は
46
％
で
、
韓
国
籍
が

51
％
を
占
め
、
大
半
が
国
内

で
生
ま
れ
居
住
し
、
多
く
が

将
来
も
日
本
社
会
で
生
活
し

て
い
く
こ
と
か
ら
も
、
政
府

が
教
育
を
保
障
す
る
の
は
当

然
で
す
。

　

朝
鮮
学
校
な
ど
の
民
族
学

校
は
子
ど
も
の
教
育
に
不
可

欠
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
を
認
め
、
少
な
く
と
も
日

本
の
私
立
学
校
と
同
等
に
扱

う
べ
き
で
す
。

　

鳩
山
総
理
は
、
総
理
自
身

が
い
う
「
友
愛
」
の
理
念

や
、
１
９
９
５
年
に
人
種
差

別
撤
廃
条
約
を
批
准
し
た
立

場
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
を

直
接
関
係
の
な
い
外
交
や
制

裁
措
置
に
巻
き
込
む
こ
と
な

く
、
断
固
と
し
た
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
発
揮
す
る
こ
と
を
要

請
し
ま
す
。

高
校
無
償
化
は
朝
鮮
学
校
を
含
む

す
べ
て
の
子
ど
も
に
等
し
く
す
べ
き

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
連
の
人

種
差
別
撤
廃
委
員
会
は
「
教

育
の
機
会
提
供
に
一
切
の
差

別
が
な
い
」
状
態
を
確
保
す

る
よ
う
日
本
政
府
に
勧
告
し

ま
し
た
。

　

以
下
は
要
請
文
の
抜
粋
で

す
。

藤原精吾弁護士

無
償
化
は
先
進
国
の
多
く
が

実
施
し
て
お
り
、
高
校
を
実

質
的
に
義
務
教
育
と
す
る
第

一
歩
と
し
て
評
価
し
ま
す
。 

　

し
か
し
政
府
は
４
月
実
施

に
関
わ
っ
て
朝
鮮
学
校
の
扱

い
を
第
３
者
機
関
で
検
討
す

る
と
し
て
除
外
す
る
方
針
で

権
力
集
中
の
人
権
機
関
に
危
惧　
人
権
連
側

る
た
め
、
国
民
の
合
意
形
成

を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
の
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。

　

高
校
無
償
化
法
は
公
立
高

を
設
置
す
る
地
方
自
治
体
が

授
業
料
を
原
則
と
し
て
徴
収

せ
ず
、
国
が
減
収
分
を
補
て

ん
。
私
立
高
に
は
世
帯
の
年

収
に
応
じ
て
生
徒
１
人
当
た

り
年
額
約
12
万
～
24
万
円
を

一
括
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

全
国
人
権
連
は
３
月
19
日
、
丹
波
正
史
議
長
名
で
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総

理
大
臣
あ
て
に
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
等
し
く
高
校
の
授
業
料
を
無
償
化

す
べ
き
と
し
て
要
請
文
を
提
出
し
ま
し
た
。

建
設
的
な
問
題
提
起
求
む　
　

藤
原
委
員
長

　

国
内
人
権
機
関
の
必
要
性

に
つ
い
て
藤
原
委
員
長
は
、

人
権
侵
害
を
め
ぐ
る
最
近
の

状
況
に
ふ
れ
、
東
京
で
の
政

党
機
関
紙
号
外
配
布
事
件
に

み
ら
れ
る
公
安
調
査
庁
や
徳

島
、
名
古
屋
の
刑
務
所
で
の

受
刑
者
に
対
す
る
人
権
侵
害

な
ど
公
権
力
に
よ
る
人
権
侵

害
が
起
こ
っ
て
お
り
、
裁
判

所
だ
け
で
は

対
応
で
き
な

い
。
法
務
省

の
人
権
擁
護

委
員
制
度
は

人
権
救
済
で

か
な
ら
ず
し

も
機
能
し
て

を
規
制
す
る
」
と
問

題
点
を
上
げ
て
批
判

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
権
利
は

宣
言
だ
け
で
は
守
れ

な
い
、
侵
害
さ
れ

る
。
日
本
で
は
憲
法

違
反
の
レ
ッ
ド
パ
ー

ジ
の
権
利
回
復
が
な

お
ざ
り
に
さ
れ
て
い

る
。
権
利
回
復
の
制

度
な
ど
と
り
わ
け
公

権
力
の
人
権
侵
害
か

ら
の
救
済
は
必
要
」

と
強
調
。

　

人
権
連
側
か
ら

は
、
中
央
、
地
方
で

の
人
権
委
員
会
の
構

成
の
問
題
、
糾
弾
行

為
を
排
除
、「
解

同
」
に
利
用
さ
れ
な

い
人
権
機
関
と
い
う

け
れ
ど
、
法
律
な
り
機
関
が

で
き
る
と
「
解
同
」
は
そ
れ

を
根
拠
に
権
利
を
主
張
す
る

の
は
目
に
見
え
て
い
る
。
裁

＝日弁連人権委員長と意見交換＝

（日弁連パンフより）


